
２ 研究の実際 ＞ (２) 活動プログラムの実際

イ グルーピングのためのマニュアル

ペアやグループでの活動を円滑かつ効果的に進めるために意図的なグルーピングを行いました。

１．アセスメント（実態把握）
○活動プログラム実践前に学級内の集団や個人の状態を把握します。

・「トラブルについてのアンケート」

・「Ｑ－Ｕ」アンケート又は「がばいシート」

２．グルーピング１回目
○活動プログラム「①怒りについて知る」の実践に向けて

３．活動プログラム「①怒りについて知る」の実践

No. 氏　　名

1 0 0
2 0 0
3 0 0
4 0 0
5 0 0
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著作権法に基づき、

記載していません。

・「トラブルについてのアンケート」

・「がばいシート」
すぐに

使える

・配慮を要する児童生徒には学習内容を事前に伝えます。

・机の配置、ペアやグループでの活動の順番を示すなどの

工夫をすることが大切です。

・「グループ活動アンケート」（１回目）は、授業が終わ

ってから記入させます。

・授業後の児童生徒の様子を観察しておくことが大切で

す。また、通信等で授業の様子や児童生徒の反応等を家

庭に知らせるなどして、家庭での見守りをお願いするこ

とをお薦めします。

「がばいシート」版も

あります。

約１週間前に

行います。

★学校で行う心理検査を有効に活用し、児童生徒理解を深めることができます！

★様々なペアやグループでの活動で使うことができる便利なシートです！記入例を見ながら

入力しましょう！

★授業実践の１週間程前にグルーピングをします！

★日頃からグルーピングの視点をもって児童生徒の様子を観察しておくと、短時間で記入す

ることができます！

★複数の先生で話し合いながら記入することで、児童生徒に対する共通理解を深めることが

できます！

★トラブルが起きるときに抱く「怒り」の感情を取り扱うため、日頃の関係性や

「怒り」の感情に関する児童生徒のタイプ等を考えて組むことが大切です！

✓

様々なペアやグル

ープでの活動で使う

ことができます。

①
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に
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て
知
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前

ピア・メディエーション グルーピングのためのマニュアル－1 佐賀県教育センター

平成28年度 小・中・高等学校教育相談



４．グルーピング２回目
○活動プログラム「②トラブル未然防止のスキル」の実践に向けて

５．活動プログラム「②トラブル未然防止のスキル」の実践
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グループの編成

ピ グ

・配慮を要する児童生徒には学習内容を事前に伝えます。

・机の配置、ペアやグループでの活動の順番を示すなどの工

夫をすることが大切です。

・「グループ活動アンケート」（２回目）は、授業が終わっ

てから記入させます。

・この時間は、ロールプレイングが組まれているため、約束

事を確認してから活動に入ります。

・ロールプレイングを行うときに、発達の段階に応じて、教

具（役割カード、表情カード等）を使用することもできま

す。

・授業後の児童生徒の様子を観察しておくことが大切です。

また、通信等で授業の様子や児童生徒の反応等を家庭に知

らせるなどして、家庭での見守りをお願いすることをお薦

めします。
実際の授業の様子

きく役 話す役

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
２
回
目

②
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止
の
ス
キ
ル

Ｐeer・mediation Ｉntentional Ｇrouping
「ピア・メディエーションに関する活動プログラム」実践のための意図的なグルーピング

「①怒りについ

て知る」のアン

ケート結果を転

記します。

★「ＰＩＧシート①」の記入例の手順に従って入力していくと、グルーピングがスムーズにで

きます！

★授業実践の１週間程前にグルーピングをします！

★日頃からグルーピングの視点をもって児童生徒の様子を観察しておくと、短時間で記入する

ことができます！

★複数の先生で話し合いながら記入することで、児童生徒に対する共通理解を深めることがで

きます！

★トラブルになりそうな場面を取り扱ってロールプレイングで練習するため、同じトラブル

の場面を経験したり、トラブルが継続したりしている児童生徒同士の組み合わせは避けま

す！

ピア・メディエーション グルーピングのためのマニュアル－2 佐賀県教育センター

平成28年度 小・中・高等学校教育相談



６．グルーピング３回目
○活動プログラム「③トラブル解決のスキル」の実践に向けて

７．活動プログラム「③トラブル解決のスキル」の実践

８．事後の実態調査
○活動プログラム実践後の学級内の集団や個人の状態を把握します。

・「トラブルについてのアンケート」

・「Ｑ－Ｕ」アンケート又は「がばいシート」

振返
③

振返
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4 0 0 0
5 0 0 0

PIGシート②
(小学校)

グループ活動
アンケート
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特記事項
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[実施日   /   ]
グループの編成
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ピ グ

・配慮を要する児童生徒には学習内容を事前に伝えます。

・机の配置、ペアやグループでの活動の順番を示すなどの

工夫をすることが大切です。

・「グループ活動アンケート」（３回目）は、授業が終わ

ってから記入させます。

・この時間は、ロールプレイングが組まれているため、約

束事を確認してから活動に入ります。

・ロールプレイングを行うときに発達の段階に応じて、教

具（役割カード、表情カード等）を使用することもでき

ます。

・授業後の児童生徒の様子を観察しておくことが大切で

す。また通信等で授業の様子や児童生徒の反応等を家庭

に知らせるなどして、家庭での見守りをお願いすること

をお薦めします。 実際の授業の様子
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活
動
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ル
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「②トラブル未然

防止のスキル」の

アンケート結果を

転記します。

★「ＰＩＧシート②」の記入例の手順に従って入力していくと、グルーピングがスムーズにで

きます！

★授業実践の１週間程前にグルーピングをします！

★日頃からグルーピングの視点をもって児童生徒の様子を観察しておくと、短時間で記入する

ことができます！

★複数の先生で話し合いながら記入することで、児童生徒に対する共通理解を深めることがで

きます！

★トラブルの場面を取り扱ってロールプレイングで練習するため、「トラブルについてのアン

ケート」で声掛けの意識の低い児童生徒同士の組み合わせは避けます！

ピア・メディエーション グルーピングのためのマニュアル－3 佐賀県教育センター

平成28年度 小・中・高等学校教育相談


